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研究成果の概要（和文）：本研究は、日本の言語教育環境（英語とそれ以外の外国語）において、学習者の心理
的要因・環境的要因が、どの様に言語学習パフォーマンスに影響を与えているのかを調査した。主な結果とし
て、（１）英語に対する動機づけがその他の外国語学習に対する動機づけに影響をしていること、（２）教員や
親の価値観等が、言語学習においては、学習者の動機づけ志向性に含まれていること、（３）またそれらが言語
学習の心理的要因に様々に影響を与えていることが分かった。

研究成果の概要（英文）：The research project investigated to what extent individual psychological 
factors and environmental factors affected motivation among learners of  English and a language 
other than English(LOTE). A summary of the main results follows: (1)There were positive and negative
 interplays between motivation toward English learning and motivation toward LOTE; (2) learners 
incorporated parental/important persons expectations into their language learning motivational 
orientation; and (3) those aforementioned factors affected learners' psychological factors during 
language learning processes.  
     

研究分野：外国語教育
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究では、英語とそれ以外の外国語の2言語学習者を対象に、様々な心理的要因を包括的に測定したことに学
術的意義がある。英語に対する動機づけがその他の外国語学習に対する動機づけに影響をしていることが分か
り、今後、「英語」教育における動機づけ・心理的要因の研究分野でも、対象者が「英語以外の言語を話すのか
という視点」が、研究に取り入れられる必要があるということが分かった。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 

本研究は、日本の言語教育環境において、学習者の心理的要因・環境的要因が、どの様に言語学
習パフォーマンスに影響を与えているのかを明らかにするために行った。 

日本で行われている言語教育研究は、研究対象言語を「英語」に限定している場合が多く、その
他の外国語に関しては調査が十分に行われているとは言えない。昨今日本における大学生は、2

種類の外国語（英語ともう一言語）を同時に学ぶことが多く、この 2 種類の言語学習における動
機づけは互いに影響があると考えられる。そのため、本研究での対象言語を「英語」と「英語以
外の外国語」の 2 種類とした。 

 

 

２．研究の目的 

本研究は、日本における英語とそれ以外の外国語の 2 種類を学んでいる大学生を対象に、以下の
事項を検証した。 

 

（１） 英語以外の外国語を学ぶ動機づけは、どの程度、その外国語に対する態度、学習への努
力度、また、外国語能力に対する自己評価、に影響を与えるのか (Sugita McEown, Sawaki, 

& Harada, 2017) 

 

（２） 英語以外の外国語に関して、教える教員や親からのサポートが、どの程度、その外国語
を学習するという動機づけに影響を与えるのか  (Sugita McEown, Sawaki, & Harada, 

2017)  

 

（３） 英語以外の外国語の動機づけのプロセスが、英語に対する動機づけとどのように関わっ
てくるのか  (Sugita McEown, Sawaki, & Harada, 2017) 

 

（４） 個人の目標志向性が英語への自己調整学習のプロセス（メタ認知・認知方略・自己効力
感など）にどの様に影響をしているのか (McEown & Sugita McEown, 2018) 

 

（５） 周囲からの期待がどのように言語を学ぶ動機づけに影響を与えているのか  (Sugita 

McEown & McEown, 2019) 

 

（６） 文化や親などの期待をどの程度認知し、学習プロセスに取り入れているのか (Sugita 

McEown & McEown, 2019)  

 

（７） 学ぶ外国語の種類によって、動機づけと影響を与えられる要因の関係性は異なってくる
のか (McEown & Sugita McEown, 2020 ) 

 
 

３．研究の方法 

本研究は、上記７つの目的を検証するため、質問紙調査を 4 回と質的調査（1 回）を行った。 

 

研究目的（１）～（３）：英語と英語以外の外国語の両方を学んでいる大学生 250 名を対象に質
問紙調査を行った。測定項目は、self-related motivational orientations, attitude toward L2 

community and language, intended effort, power distance, collectivism などである。共分散
構造分析が用いられた。(Sugita McEown, Sawaki, & Harada, 2017)   

 

研究目的（４）212 名の大学生英語学習者を対象に質問紙調査を行った。主な質問紙項目は、 

Intrinsic value, self-efficacy, metacognitive strategy use, cognitive strategy use, Teacher and 

parental support, goal-orientation である。分析には、相関分析、共分散構造分析が用いられ
た。(McEown & Sugita McEown, 2018)  

 

研究目的（５）英語を 6 年以上学習している 243 名の大学生を対象に質問紙調査を行った。主
な測定項目は、 inclusive/individual intrinsic motivation, inclusive/individual identified 

regulation, inclusive/individual ideal L2 self, power distance, parental support, self-rated 

English ability and English learning effort である。分析には、因子分析と共分散構造分析を
使用した。(Sugita McEown & McEown, 2019)  

 

研究目的（６）18 名（男性１１、女性７）の大学生を対象に、質的調査（主に自由記述による
質問紙）を行った。英語能力別に、記述内容を分析した。(Sugita McEown & McEown, 2019) 

 

研究目的（７）スペイン語、フランス語、中国語、ドイツ語の外国語を学ぶ大学生を対象に、学
習している外国語別に質問紙分析を行った。内訳は、スペイン語 (76 名)、フランス語 (62 名)、
中国語 (41 名)、ドイツ語 (42 名)である。測定項目は、Intrinsic motivation、Introjected 



regulation、Integrative orientation、L2 anxiety、parental support, teacher autonomy support

などである。分析には、分散分析と重回帰分析が用いられた。(McEown & Sugita McEown, 2020 ) 

 

４．研究成果 
研究目的（１）～（３）：主な結果として、文化はあまり影響がなく、教員や親の介入が学習者
の外国語学習に対する動機づけ志向性に影響をし、それらが、外国語学習の努力度、外国語やそ
のコミュニティーに対する態度に影響を与えていることが分かった(Sugita McEown, Sawaki, 

& Harada, 2017)。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(Sugita McEown, Sawaki, & Harada, 2017, p541) 
 
 
さらに、英語学習の動機づけが、英語以外の外国語学習の動機づけにどの様に影響を与えている
かを分析した結果、英語学習に対する動機づけは、外国語学習に対する同じ動機づけ志向性に対
しては良い影響を与えているが、違う動機づけ志向性には負の影響を与えていることが分かっ
た(Sugita McEown, Sawaki, & Harada, 2017)。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(Sugita McEown, Sawaki, & Harada, 2017, p543) 
 
 
 



 
（４）主な結果として、目標志向性の中でも、mastery goal と performance-approach goal が
言語の自己調整学習のプロセスに良い影響を与えていることが分かった (McEown & Sugita 

McEown, 2018)。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(McEown & Sugita McEown, 2018、p9)  
 
（５）、（６）主な結果として、言語学習においては、親からの期待や親の価値観などが学習者自
身の動機づけ志向性に含まれていることが分かった。また、これらの動機づけ志向性が、言語学
習に対する努力度や自己評価に影響していることが分かった(Sugita McEown & McEown, 2019)。 

(Sugita McEown & McEown, 2019, p9) 

 

（７）主な結果として、2 つの動機づけ志向性（Intrinsic motivation と Integrative Orientation）は、

学習している外国語の種類に関係なく、多くの動機づけプロセスに関わる要因を説明している

ことが分かった。 (McEown & Sugita McEown, 2020)  
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